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大倉工業グループが目指す姿

3

理念体系

サステナビリティ基本方針

「社会から信頼される企業」であり続けるために、

事業を通じて、

社会との共生を念頭に企業の成長を目指す

サステナビリティ基本原則

1. 事業とESGの両立

2. 地球環境の保全

3. 法令順守・人権尊重と労働環境の配慮

4. 情報開示と対話
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4



連結売上高、営業利益、経常利益、当期純利益、設備投資等
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【連結売上高】
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【連結営業利益】

＋35. ５％

【連結設備投資】
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2024
ם

2025
ם

経 常 利 益 51.1 64. ２ +25.8%

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
43.5 38.1 ÿ12.5%

1 株当たり配当金 160 ⱦ 195 円 Ú35 ⱦ

֩+ⱦ֪ ֩+ⱦ֪

֩+ⱦ֪



四半期別連結売上高、営業利益、営業利益率推移
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2025 年 業績サマリー

合成樹脂事業

¸ ᶊᶧᶩᴲ ḝᶸḳḨ
ᶍ ᶎ

¸ ᶒ ḟḵḃḁ
ḝᶸḳḨᶍ ᶎ ᶊ ┌

¸ לּ ᶣ᷈ḁḐ ᵫ ᵶᴲ
♬

新規材料事業

¸ ♪ ḎḴḛ ḗᶹᶽḻḑḏᶸ
ḁḟḴᶹ ᵰ ḝᶸḳḨᶍ
ᶎ 1ƎQᵪ 2ʝQ ᶊᵪᵰᶅ ᴳנּ
3Q ᶎ ᶊᶧᶩᴲ ᶀ ᶲ
ᵿᶡᶍᶍ 4Ǝ ᶊᶎ

¸ G֩2ḱᶹḻ֪ᶍ︣ ᵫ↨
ᵶ ♬ᶊ

建材事業

¸ ḲḝᶾᴻḨ ᵫ ᶆᵡᶩᴲ
ᶩ ᵰᶍḙᴻḎᶸ᷄ḳḤᴻḑᶍ
ᵫ נּ

¸ ╗ ᶍ לּ ᶊᶧᶩ ♬

֩+ⱦ֪

2023 年 2024 年 2025 年

年間営業利益率：6.3 ％ 年間営業利益率：5.6 ％ 年間営業利益率：7.1 ％



事業別売上高、営業利益増減
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【連結売上高】 ֩+ⱦ֪

45.6

61.8

＋10.6

＋12.3

△2.8

＋8.0

866.5

＋54.6 (+6.7 ％）

֩+ⱦ֪

＋43.1 ＋3.2 ＋0.１

811.9

＋16.2 (+35.5 ％）

△3.8

△０.2

【連結営業利益】



【連結営業利益】

連結営業利益増減

֩+ⱦ֪
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61.8

45.6

＋16.2 （+35.5 ％）

＋48.4

△14.4

+13.5

△10.5

△20.8
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合成樹脂事業

BəU ᵋ
2025 年実績
֩ ⱦ֪

ラ イ フ ＆ パ ッ ケ ー ジ Ｂ Ｕ 18,817 +2.3%

᷿ḭḲḻ᷄ḝᶸḳḨ 10,337 +5.0%

6,318 ÿ2.2%

Ḳ ᷂ ḋ ḑ ḙ ḋ ᷄ 2,162 +3.2%

プ ロ セ ス マ テ リ ア ル Ｂ Ｕ 6,396 +0.5%

ベーシックマテリアルＢＵ 20,373 ÿ0.6%

ア グ リ マ テ リ ア ル Ｂ Ｕ 5,613 +4.3%

そ の 他 1,469 +21.3%

合 計 52,671 +1.6%

ӡ
לּ ᶊᶧᶪ ᶎ ᶨᶫᵾᶡᶍᶍᴲ ḙᶻḉᶣ᷀ḋḟ ᵰ
᷿ḭḲḻ᷄ ᶎ ᶊ ┌

Ӣ ᶍ ḟḵḃḁḝᶸḳḨ ᶎ

ӣ
♥ ᶉᶈ ᶍ ᶊ ᵶᴲּל ᶊᶧᶂᶅ ᶱ
┐

Ӥ
ᶉלּ↨ ᶗᶍ ᶩ ᵧᶉᶈᶊᶧᶪ ᵫᵡᶪ ᶆᴲּל
ᶊᶧᶩ ᶱ ᶪ

ӥ לּ ᶣ ᶍ ᶉᶈᶊᶧᶪ᷈ḁḐ ᵫ ᵶᴲ ♬
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【売上高】

＋1.6 ％
֩+ⱦ֪

【営業利益】

＋24.0 ％ ֩+ⱦ֪
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合成樹脂事業

【営業利益】 ֩+ⱦ֪

55.2

44.5

＋10.6 （+24.0 ％）

＋23.5

△2.9

△4.6

△9.7＋4.5
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新規材料事業

BəU ᵋ
2025 年実績
֩ ⱦ֪

機 能 材 料 B U 2,986 ÿ7.6 ð

電 子 材 料 Ｂ Ｕ 2,555 +3.3 ð

光 学 材 料 Ｂ Ｕ 13,283 +51.1 ð

商 品 他 104 ÿ9.2 ð

合 計 18,928 +29.6 ð

ӡ ᶍ ḝᶸḳḨᶍ ᵫ

Ӣ
ḁḦḣᴴḇḞḴḋḐ ᶍ ḙḕḳ ᵰᵫ ᴳ

ᶍ ḝᶸḳḨᶱ ᶊᴲ ᶍּנ ᵫ נּ

ӣ
♪ ḎḴḛ ḗᶹᶽḻḑḏᶸḁḟḴᶹ ᵰ ḝᶸḳḨᶎᴲᶷ᷄Ḳḳ

ḝᶸḳḨᴲ ḝᶸḳḨᶇᶡᶊ ᶊ ┌

Ӥ ︣ ᶱ ᵶᵾ ḱᶹḻᶍ↨ ︣ ᶊᶧᶩ ♬
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建材事業

ᵊ ᵋ
2025 年実績
֩ ⱦ֪

パーティクルボード製品 8,252 +0.6%

環 境 資 材 製 品 552 ẍ20.9%

住 宅 部 材 製 品 187 +4.3%

ハ ウ ス 事 業 1,364 +0.3%

プ レ カ ッ ト 事 業 3,227 +18.0%

消 去 ・ 組 替 ẍ400 Ṩ

合 計 13,185 +2.5%

ӡ ᶊᶧᶪ ᶍלּ ᶊᶧᶩ ᵪᶨ

Ӣ
ᵫ ᵸᶪᶉᶈᴲ ᶎ ᶊ ┌ᵶᶅᵣᶪᶡᶍ

ᶍᴲḲḝᶾᴻḨ ᶇ לּ ᶎ

ӣ
ᶎ ┌ ᶆ ᶇᶉᶂᵾᵫᴲ ᶎᵼᶍ☼ ᵫᶉᵮᴲ

ᶍ ᶡ ᶝᶂᶅ

Ӥ ᶎ ╗ᵶᵾᶡᶍᶍᴲנּ ᶍ לּ ᶊᶧᶩ ♬
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☺ ♬֩ ֪ EBITDA( █ ֪

その他関連事業

ᵊ ᵋ
2025 年実績
֩ ⱦ֪

ホ テ ル 事 業 971 +4.6%

情 報 処 理 事 業 1,591 ̚0.9%

賃 貸 事 業 600 +6.6%

消 去 ・ 組 替 ̚1,290 ˵

合 計 1,872 +0.6%

˔ ᶹḻḘᶻḻḑᶱ ᶊ ᵫ נּ

˕ ᷅ḳᴻḟ ᵰᶍ ᵫ ᵶᵾᶡᶍᶍᴲנּ ᵰ᷿ḁḎḨᶍ
ᵫ

˖ ᵰ᷿ḁḎḨᶍ ᶊ ᵥ ᶍ ᶊᶧᶩᴲנּ ♬
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連結損益計算書

2024 2025 年
実 績

ᶉ

売 上 高 811.9 866.5 +54.6

営 業 利 益 45. ６ 61.8 +16.2

☺ ♬ ６.５ 4.7 ÿ1.7

☺ 1.0 2.3 +1.2

経 常 利 益 51.1 64.2 +13.1

♬ 32.9 0.2 ÿ32.7
ᵊ ᵋ לּ ♬ 2ֹ4.1

♬ 8ֹ.7

24.0 12.4 ÿ11.5
ᵊ ᵋ 2ֹ0.7
ᵊ ᵋ 1ֹ0.9

税 金 等 調 整 前

当 期 純 利 益 60.0 52.0 ÿ7.9

16.3 13.8 ÿ2.5

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益 43.5 38.1 ÿ5.4

֩+ⱦ֪
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連結貸借対照表

2024 2025 年
期末実績

ᶉ

555.4 526.6 ÿ28.8
ᵊ ᵋ +ֹ16.4

ᵊ ᵋ +ֹ5.4

ᵊ ᵋ ֹÿ13.2

ᵊ ᵋ ᶒ ֹÿ9.6
474.6 503.7 +29.0

資 産 合 計 , .1 1,030.4 +0.2

348.5 344.7 ÿ3.7
ᵊ ᵋ +ֹ6.1

ᵊ ᴴ ᵋ +ֹ6.1

ᵊ ᵋ ֹÿ19.9

ᵊ ᵋ ֹÿ6.3
60.8 54.3 ÿ6.5

負 債 合 計 409.3 399.0 ÿ10.2

純 資 産 合 計 620.7 631.3 +10.5

♬ +ֹ15.2

ᶊ ᶪ +ֹ6.7

ֹÿ12.2

60.2% 61.2% +1.0P

61.2 67.3 +6.1

֩+ⱦ֪
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連結キャッシュ・フロー計算書
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2024 2025 年
実 績

2025 ᶍ ᶉ ╣
2֩0 ֪

現 金 及 び 現 金 同 等 物
期 首 残 高

78. 8９.4

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

֯ 99.0
♬ᶊᶧᶪ +ֹ52.0

לּ ᶊᶧᶪ ֹÚ50.3

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

ÿ57.0 △79.7 ᶍ ᶍ ᶊᶧᶪ

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・フ ロ ー

9.4 △29.0

ᶍ ᶊᶧᶪנּ +ֹ .1

ᶍ ᶊᶧᶪ ֹÿ12.3

ᶍ ᶊᶧᶪ ֹÿ22.8

現 金 及 び 現 金 同 等 物
期 末 残 高

֯ 79.8

֩+ⱦ֪



２．2026 年12月期業績予想
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外部環境予想と市場予測

国産ナフサ価格、ドバイ原油価格及び為替の動向

( )ֹḒḝּ᷊ל (ⱦ/KL) █ ( )ֹḑḘᶹ לּ (US$/ bbl ) █ ( )ֹ⌡ (ⱦ/US$)
֩ⱦ/kl) ֩ⱦ/US$ ֪

U֩S$/ bbl ֪

市場予測

ᾖ∙

¸ ᶽḉḴḻḩᴻ᷀ᴻ ᶊᶧᶩ
ᴲ ᶽḉḴḻḩᴻ᷀ᴻ ᵫּנ

¸ ᴲ ᶍּל ᶍּס

ἷДϰІФйϱ

¸ TV ᶍ טּ ᶍ ᴲ
2 7% ᶆ

¸ ᴲ ᴲ ᶇᵣᶂᵾ
ᶊᶧᶩᴲ♪ ḎḴḛᶍ ᵫטּ

自動車

¸ ᶎ נּ

個人消費

¸ לּ ᶍ☼ ᶱ ᵰᶪᶡᶍᶍᴲ
ᶊ ᵥ ᶣᵪ ᵫ

住宅

¸ ᶎ

¸ ḲḝᶾᴻḨ ᶎ ᴳḲḝᶾᴻḨ ᶍ
30% ᵫ᷂ḋḉḻᴲḘḁ ᶍ ᶩ ᵫ
ᶠᶪ
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2024 実績 2025 実績 2026 予想



建材事業

¸ ╓ ᶱ ᵶᵾ
1ֹ1.2 億円

新規材料事業

¸ ḝᶸḳḨ
2ֹ.8 億円

合成樹脂事業

¸ ᶷ᷅ḲḦḎḲᶷḳḝᶸḳḨ
1ֹ.8 億円

連結売上高、営業利益、経常利益、当期純利益、設備投資
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【連結営業利益】

+5.1%

19

2025 2026 年予想

経 常 利 益 64.2 67.0 Ú4.2 ð

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益
38.1 43.0 Ú12.7 ð

1株当たり配当金 195 ⱦ 220 円 Ú25 ⱦ
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֩ ֪ לּ (█ ֪

֩+ⱦ֪ ֩+ⱦ֪△8.7 ％

【連結設備投資】

主な設備投資案件

֩+ⱦ֪



事業別売上高、営業利益、ＥＢＩＴＤＡ、設備投資

20

2025 2026 年予想

合 成 樹 脂 事 業 526.7 627.0 +19.0%

新 規 材 料 事 業 189.2 195.0 +3.0%

建 材 事 業 131.8 138.0 +4.7%

その他関連事業 18.7 20.0 +6.8%

合 計 866.5 980.0 +13.1%

【売上高】 ֩+ⱦ֪

2025 2026 年予想

合 成 樹 脂 事 業 55.2 57.0 +3.2%

新 規 材 料 事 業 4.8 30.0 +20.9%

建 材 事 業 5.6 4.5 ÿ20.2%

その他関連事業 4.7 5.0 +5.3%

全 社 費 用 ÿ28.5 △31.5 ᴻ

合 計 61.8 65.0 5.1%

【営業利益】 ֩+ⱦ֪

2025 2026 年予想

合 成 樹 脂 事 業 7.6 83.9 +8.1%

新 規 材 料 事 業 40.8 46.0 +12.5%

建 材 事 業 9.1 13.5 +47.6%

その他関連事業 7.6 10.4 +36.6%

全 社 費 用 ÿ23.1 △26.0 ᴻ

合 計 112.1 127.8 14.0%

【ＥＢＩＴＤＡ】 ֩+ⱦ֪

2025 2026 年予想

合 成 樹 脂 事 業 17.2 28.4 +65.2%

新 規 材 料 事 業 8.7 18.4 +109.3%

建 材 事 業 39.2 22.7 ÿ42.0%

その他関連事業 8.2 2.9 ÿ63.6%

全 社 費 用 10.5 4.0 ÿ61.5%

合 計 ８４.０ 76.7 △8.7%

【設備投資】 ֩+ⱦ֪
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¸モビリティ、電子材料、半導体、電池領域を注力領域とし、積極投資と事業拡大

¸包装コスト低減と環境負荷軽減を実現出来る環境貢献製品の拡大

¸オークラベトナムの活用と海外販売の拡大

売上高

֩+ⱦ֪ +１９.０％

営業利益

֩+ⱦ֪ +３.２％

EBITDA

֩+ⱦ֪ +8.1 ％

重点取組みと業績見通し

中
計
全
体
戦
略

合成樹脂事業

¸プロセスマテリアルBUでは、光学プロテクトフィルムの品質確立と拡販体制構築により、販売拡大を推進

¸ライフ&パッケージBUでは、シュリンクフィルムの新用途・新形態の確立と詰替用パウチ市場のプレゼンス
向上

２
０
２
６
年
の

重
点
取
組
み



新規材料事業

22

¸G2ラインの本格稼働による大型ディスプレイ用アクリルフィルムの拡販

¸ディスプレイ、情報通信、モビリティ、ライフサイエンスの進化に対応した製品・加工技術の提供

重点取組みと業績見通し

中
計
全
体
戦
略

¸G2ラインの年間安定稼働の維持と更なる品質向上

¸光学フィルム全体での生産性の向上とCOPフィルム、アクリルフィルムの拡販強化

２
０
２
６
年
の

重
点
取
組
み
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+3.0 ％ +20.9 ％ +12.5 ％

売上高 営業利益 EBITDA

֩+ⱦ֪ ֩+ⱦ֪ ֩+ⱦ֪



23

¸パーティクルボード事業の安定操業と、非住宅分野での事業拡大

¸森林資源の循環利用に貢献する木質建材事業の垂直連携

重点取組みと業績見通し

中
計
全
体
戦
略

¸パーティクルボード事業では、表面平滑性や耐水性という特長を強みに、リフォーム市場への拡販を推進

¸木質構造材料事業では、製造体制の確立、国産構造材の認知浸透、及びユーザー確保に注力

２
０
２
６
年
の

重
点
取
組
み

建材事業
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+4.7 ％ △20. ２％ +47.6 ％

売上高 営業利益 EBITDA

֩+ⱦ֪ ֩+ⱦ֪ ֩+ⱦ֪



３．中期経営計画(2027 ）の進捗
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【事業戦略】中期経営計画( 202 7) の位置づけ

25

土台作り＆基盤強化

中期経営計画(2024)

¸売上高：840 億円

¸営業利益：62 億円

¸調整後ROE：8.0 ％

❶ 既存事業の質的向上
⇒収益力強化

❷ 戦略・成長投資の拡大

❸ サステナビリティ・ESG推進

グループビジョン実現に向けた第3ステージ

事業領域拡大

¸売上高：930 億円

¸営業利益：70 億円

¸調整後ROE：7.5 ％

❶ 成長戦略の着実な遂行
⇒投資案件の確実な収益化と高付加価値製品の拡充

❷ 事業領域拡大に向けた海外事業の推進

❸ 研究開発機能の強化による新製品の創出

¸売上高：1,200 億円

¸営業利益：100 億円

経営ビジョン実現

中期経営計画(2 027)

目標指標

基本方針

Next10(2030)

2027 2028 20302024 20252022

目標指標

基本方針

目標指標

Stage 2 Stage 4Stage 3

中期経営計画(2030)
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【事業戦略】基本方針❶ ：成長戦略の着実な遂行～株式会社フジコー株式取得～

ḝḀ᷈ᴻ

284 2

1974 2 28

ḙḋ᷆ᴻḀ ᴲ ḝᶸḳḨ ᴲ

╠ ḝᶸḳḨ ᴲ ᴴ

╢ 56

3,000 ⱦ

.7+ⱦ 2֩024 ֪

☺ ♬ 6.4 +ⱦ 2֩024 ֪

ֹ ᴲᶝᶲᶍᵥ ֩ ֪

☺ ֹ ☺ם ᴲ ☺

【会社概要】
【Next10(2030) で掲げた当社の事業ポートフォリオの深化】

¸成長分野の「情報電子」「プロセス機能材料」「環境・エネルギー」「ライフサイエンス」

に重点的に投資

¸基盤事業である生活サポート群は環境貢献を切り口として、環境へ対応した製品

への転換と拡充を目的に投資

¸ フジコーは、自動車、情報電子、半導体関連など成長分野で、
優れたフィルム加工技術により、顧客との強固な関係を構築している

⇒フジコーと協働し、事業ポートフォリオ変革の原動力に
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【事業戦略】基本方針❶ ：成長戦略の着実な遂行～株式会社フジコー株式取得～

垂直統合型の開発・生産体制を構築し、成長分野で新製品を投入。2030 年に年間10億円の利益創出を目指す

【単体 売上高】

フィルム製膜技術 フィルム加工技術

開発力

【製造・開発プロセスの融合】 【事業計画】

統 合 後

ẍ 4

ẍ 2

0

2

4

6

8

10

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

統 合 後

【単体 営業利益】

֩+ⱦ֪

֩+ⱦ֪
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【事業戦略】基本方針❶ ：成長戦略の着実な遂行～G2ラインの収益力強化～

【新規材料事業 G2ラインの現状と今後の見通し】

２０２３年～２０２４年 ２０２５年 今後の見通し

└

中̧国偏光板メーカーの生産能力増

強に伴い、大型液晶パネル向け光学

フィルムの生産能力を２倍に増加さ

せるべく、新工場（Ｇ２ライン）の投資

を実施

成

果

2̧023 年１２月からの稼働を計画

するも設備トラブルに起因した品質

問題により、本格稼働が１年遅延。

2024 年末から本格稼働

⇒ 投資案件の確実な収益化が課題

וֹ

5̧月の停電時を除き、年間を通して

安定稼働

従̧来から取り組んでいた顧客認定を

取得できたことで、製品グレードが

拡充

Ģ2ラインは、偏光板メーカー2社向

けの量産機として位置付けており、

品質向上、コストダウン、能力増強

が主な課題

ᵶ

偏̧光板の需要は、年率2～7% で伸長

2̧026 年には平均パネルサイズが2.0

インチ、2027 年には1.0 インチ増加

と予測。75 インチ以上のパネル需要の

急増により、平均インチ数も増加

ᶞ

¸G2ラインは、増速と収率改善によって

収益性を向上させ、継続的な利益体質

を構築

¸G1ライン、MC 1ラインを含めた光学

フィルム生産ライン全体で生産最適化

を行い、売上高と利益の最大化を図る
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【事業戦略】基本方針❶ ：成長戦略の着実な遂行～四国地域材を活用した
木質構造材料事業～【事業の流れ】

¸ 2025 年3月：集成材工場棟竣工

¸ 2025 年4月：工場操業業務を受託する子会社
（㈱オークラBMワークス）を設立

¸ 2026 年4月の事業開始に向けてプレ生産を開始

四国地域産の木材と技術を最大限に利活用し、
事業拡大、脱炭素社会を実現

＜森林資源＞ ＜製材（ラフ・ラミナ））＞

＜JAS製材・集成材＞

＜木材・部材加工＞ ＜建 設＞

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー

オ
ー
ク
ラ
ハ
ウ
ス
・協
力
業
者
な
ど

オ
ー
ク
ラ
プ
レ
カ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
・



30

経営資源を投入し、情報電子・プロセス機能材料を中心に海外向け売上を拡大

【事業戦略】基本方針❷ ：事業領域拡大に向けた海外事業の推進
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【海外売上高・海外売上高比率推移】

̋

̋

上海駐在員事務所の設立

2025 年7月1日付で、新規材料事業部の上海駐在員事務
所を設立

¸ ᶍḏᶸḁḟḴᶹ ᶍ ᶉᶪ ᶱ ᵧᴲ
ᶆᶍ ᶉ ᶇ ᶇᶍ ᶱטּ ᶪ

¸ ᶊᶇᶈᶝᶨᵹᴲ ᶱ ᵸᶪ ᶇᵶᶅ
ᶍ ᶱֹוᵾᵶᴲ ᶉᶪּל ᶍ ᶱ ᵸ

オークラベトナムでの事業開始に向けて

生産・販売に必要な化学品取扱ライセンスを2025 年
１１月に取得。

当初の計画から１年遅れの2026 年に製造を開始

֩+ⱦ֪



【事業戦略】基本方針❸ ：研究開発機能の強化による新製品の創出

R&D センターを中心に4つの成長領域 （情報電子、環境・エネルギー、ライフ＆ヘルスケア、モビリティ）を通じて
材料と技術を提供し、人々の生活をより良くすることを目指す

31

情 報 電 子 環境・エネルギー ライフ＆ヘルスケア モビリティ

光学フィルム
（塗工/保護/他)

LCPフィルム

タッチセンサーフィルム

ペロブスカイト太陽電池

各種複合部材

シングルユースバッグ

手術支援ロボットドレープ

植物抽出 食品包装用フィルム

自動車用天井材

塗装代替フィルム

EV向け接着剤モノマテリアル

新製品テーマ創出・開発・上市のサイクルを加速させ、当社事業をリードする
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【財務戦略】中期経営計画（２０２７）基本方針

株主還元の拡充

資本構成バランスの最適化

¸調整後ROE7.5% の達成

¸早期のPBR1 倍以上の達成

キャピタルアロケーションを策定し、
成長投資と株主還元に最適に配分

資本効率性の向上と株主還元の拡充により、成長戦略を支え、企業価値の向上を図る

政策保有株式の縮減
2030 年までに「対連結純資産
比率10% 未満」へ縮減

安定的な配当と
配当水準の更なる向上

普通配当と特別配当と合わせて
DOE3.5% 水準※の配当を実施

自己株式の取得検討
株価や経営環境の変化に応じて
機動的に対応

企業価値向上

資本効率性の向上

ă



【財務戦略】株主還元の拡充

33

配当方針

株主還元を経営上の最重要課題の一つとして位置づけ、継続的かつ安定的な配当を目指す

᷈ḁḐᶣ ≤ᶱלּ ᵶᵾ ☺ᶍ ᶊ ᵰᵾ ꞌᶍ╗ ᶇᵶᶅ利Ǝ益還元強化の姿勢をより明確に示す
ために、従来の配当性向指標に加えて、ＤＯＥ（連結自己資本配当率）指標を導入

❶

❷

2024
ם

2025
ם

2026

配 当 目 標

ă ᶱ ᶟ

DOE 3ֹ.0 ð DOE 3ֹ. ð DOE：4.0 ％

3ֹ0 ð 3ֹ0 ð 配当性向：30 ％

配 当 総 額 . +ⱦ 22.0 +ⱦ ２４.８億円

配 当 性 向 44.6% 58.2% 57.8%

総 還 元 性 向 72.5% 89.9% 57.8%

1 株 当 た り 配 当 金

֩ ½ ֪

ⱦ
֩ ⱦ½10 ⱦ֪

ⱦ
֩ ⱦ½1 0ⱦ֪

22 ０円
1֩10 ⱦ½110 ⱦ֪

配当性向：３０％∙

配当
目標指標

DOE：４.0％ ֩ 3ֹ.0 ð∙ ᴲ 1ֹ.0 ð ֪安定した利益配分

業績変動利益配分

8.3 10.1 13.3 
18.8 18.9 18.6 

3.0 6.2 
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【株主還元推移】

֩+ⱦ֪

株価や経営環境の変化に応じて機動的に対応
自己株式
取得方針



ESG経営によるサステナビリティの推進

34

非財務資本を強化し、社会的価値を追求することによって、持続可能な経済的価値を創出する

中期経営計画（2027 ）方向性

¸ סּ ᶉ ᶍ ֩ ☺ᶍ ֪

¸人的資本投資の加速ᴲ ☺ᶍ

¸ᶹḖḡᴻ᷿ḯḻᶍ ᶇ ᶍ
¸DX ᶊᶧᶪ ᶍ ᶇ ᶍ טּ

¸ ᶊᵩᵰᶪ ᶍ ᶇטּ ᶍ

¸ ᴲ ╓ḛḀḕḁᶗᶍ
¸ḁḎᴻ᷄ḣḳḈᴻᶇᶍ ᶇ

社会的価値の追求と経済価値の創出

¸環境貢献製品の創出と拡大

¸四国森林資源の利用促進

¸᷊ḁḎḒḞḳ ᶍ

¸ ᶍ ᶇ᷈ḻḟḱᶹᶷḻḁ┴ ᶍ

非財務資本の強化



自然資本の強化

35

脱炭素経営を推進し、2027 年までに2021 年比でCO 2排出量を25 ％※以上削減することを目指す
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ă

2027 2ֹ021 25% 2֩013 40 ð ᶊ ֪
2030 2ֹ021 37% 2֩013 50 ð ᶊ ֪

( )

2027 年 目標値
9１,694t - CO 2 /年

2030 年 目標値
77,0 ２３t - CO 2 /年※

【CO 2排出量（Scope1,2 ）】

再生可能エネルギーの活用拡大
¸ ᶝᶲᶍᵥ ᶍ ᶊᶅ

֩θ ḻ᷊ᶹḐPPA) ᶱ

¸ ᶊᶅ ᶍ

(ᶿḝ᷊ᶹḐPPA ֪ɵ ᵶᵾ לּ

ᶍ

高効率設備への積極的な転換
¸ ICPּל ᶍ ᵶ



自然資本の強化
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脱炭素経営を推進し、2027 年までに2021 年比でCO 2排出量を25 ％※以上削減することを目指す

「夢と未来を育む豊かなさぬきの森プロジェクト」J-クレジット連携協定
ᶝᶲᶍᵥ ᵪᶨ ᶝᶪ ᶇ ᵫ ᵯᴲ ᶇ ╓ᶱ ᶠᶪ

仲南町森林組合

香川県森林組合連合会

全国森林組合連合会

J ᷄ḴḀḋḐ
J-クレジット

森林整備資金

☺ ≠ ╓ טּ

J ᷄ḴḀḋḐ ≠
᷄ḴḀḋḐ

J-᷄ḴḀḋḐ ⱱ

J ᷄ḴḀḋḐ



社会的価値の追求と経済価値の創出
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75 ％以上

製品に環境価値を付加し、生活サポート群におけるCaerula ®の売上高比率を75 ％以上とすることを目指す

売上高：338 億円

55 ％

Caerula ®認定製品
売上高比率

【生活サポート群製品におけるCaerula ᶸ認定状況】

未認定

認定

未認定

認定

未認定

認定

Caerula ®認定製品
売上高比率

2024 202202

᷉ḧ

ᶆ ╗ᶍᶽ᷈Ḧᴻ᷄

Caerula ®認定製品
売上高比率

売上高：382 億円

61 ％
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質疑応答
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①

ӡ זּ ᶊᵡᶪᵆḲᶷ᷿᷄ḯḻᵇḤḇḻ
ᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

Ӣḩḓḭᴻᵫ ᵴᶫᶝᵸᶍᶆᴲ
ᵆ Ḥbḇḻᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ӣ ᶊ ᶍᶷᶹ᷈ḻᵫ ᵴᶫ
ᶝᵸᴳ ᶧᶩ ᶊ ᵶᶝᵸ
ᶍᶆᵩ ᶀᵮᵿᵴᵣᴳ

Ӥ ꞌ ᵫ ᶮᶩᶝᵶᵾᶨᴲᵆ ᶱ
ᵩᶬᵸᵇḤḇḻᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ
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②

ӡ זּ ᶊᵡᶪᵆḲᶷ᷿᷄ḯḻᵇḤḇḻ
ᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

Ӣḩḓḭᴻᵫ ᵴᶫᶝᵸᶍᶆᴲ
ᵆ Ḥbḇḻᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ӣ ᶊ ᶍᶷᶹ᷈ḻᵫ ᵴᶫ
ᶝᵸᴳ ᶧᶩ ᶊ ᵶᶝᵸ
ᶍᶆᵩ ᶀᵮᵿᵴᵣᴳ

Ӥ ꞌ ᵫ ᶮᶩᶝᵶᵾᶨᴲᵆ ᶱ
ᵩᶬᵸᵇḤḇḻᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ
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③

ӡ זּ ᶊᵡᶪᵆḲᶷ᷿᷄ḯḻᵇḤḇḻ
ᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

Ӣḩḓḭᴻᵫ ᵴᶫᶝᵸᶍᶆᴲ
ᵆ Ḥbḇḻᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ӣ ᶊ ᶍᶷᶹ᷈ḻᵫ ᵴᶫ
ᶝᵸᴳ ᶧᶩ ᶊ ᵶᶝᵸ
ᶍᶆᵩ ᶀᵮᵿᵴᵣᴳ

Ӥ ꞌ ᵫ ᶮᶩᶝᵶᵾᶨᴲᵆ ᶱ
ᵩᶬᵸᵇḤḇḻᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ
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④

ӡ זּ ᶊᵡᶪᵆḲᶷ᷿᷄ḯḻᵇḤḇḻ
ᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

Ӣḩḓḭᴻᵫ ᵴᶫᶝᵸᶍᶆᴲ
ᵆ Ḥbḇḻᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

ӣ ᶊ ᶍᶷᶹ᷈ḻᵫ ᵴᶫ
ᶝᵸᴳ ᶧᶩ ᶊ ᵶᶝᵸ
ᶍᶆᵩ ᶀᵮᵿᵴᵣᴳ

Ӥ ꞌ ᵫ ᶮᶩᶝᵶᵾᶨᴲᵆ ᶱ
ᵩᶬᵸᵇḤḇḻᶱ᷄Ḳḋ᷄ᵶᶅᵮᵿᵴᵣᴳ
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免責事項

ᶊ ᵴᶫᶅᵣᶪ ᶍ ᶊ ᵸᶪ ᶎᴲ ᵫ

סּ ᶉ ᶊ ᶄᵬ ᵶᵾᶡᶍᶆᵡᶩᴲ ᶍ ᶎ ᶍ ·

ᶉ ╣ᶊᶧᶂᶅ│ᶉᶪּס ᵫᵡᶩᶝᵸᴳ

ᶎᴲ ᶍᶞᶱ ᶇᵶᵾᶡᶍᶆᵡᶩᴲ ᵫ ᵸᶪ לּ

ᶍ ᶱ ᵸᶪᵲᶇᶱ ᶇᵶᵾᶡᶍᶆᶎᵡᶩᶝᵺᶲᴳ
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4．参考資料
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会社概要

47

証 券 コ ー ド 4221 ｜東証プライム市場 業種｜化学

社 名 大倉工業株式会社｜Okura Industrial Co., Ltd ．

本 社 所 在 地 香川県丸亀市中津町1515 番地

設 立 1947 年７月11日

従 業 員 数 連結 1,883 名｜単体 1,054 名 ֩ ֪

事 業 内 容

合成樹脂事業：各種ポリエチレン製品及びポリプロピレン製品の製造販売

新規材料事業：光学機能性フィルム等の製造販売

建材事業：パーティクルボード、加工ボード、加工合板、木材加工、宅地造成及び建物建築等の製造販売

グ ル ー プ 会 社

連結子会社・非連結子会社（国内14社、海外2社）

関連会社（国内4社、海外1社）

㈱KSオークラ ㈱九州オークラ ㈱埼玉オークラ ㈱カントウ

㈱オークラプロダクツ ㈱オークラパック香川 ㈱ユニオン・グラビア ㈱フジコー (2026年1月16日～)

㈱オークラプレカットシステム ㈱オークラハウス ㈱オークラBMワークス オークラホテル㈱

オークラ情報システム㈱ 大倉産業㈱ 無錫大倉包装材料有限公司

OKURA VIETNAM CO.,LTD.(オークラベトナム)

大宝㈱ オー・エル・エス㈲ 大友化成㈱ 中讃ケーブルビジョン㈱

尤妮佳包装材料（天津）有限公司



組織図

コーポレート

センター

R&D

センター

合成樹脂

事 業 部

建 材

事業部

新規材料

事 業 部

代表取締役

内部統制・監査室

取締役会 監査等委員会

サステナビリティ委員会

コンプライアンス委員会

経営会議
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事業所とグループ会社

49

֜ KS ᶿᴻ᷄ḱ

֜ ᶿᴻ᷄ḱ

֜ ᶿᴻ᷄ḱ

֜ ᷀ḻḐᶻ

֜ ᶿᴻ᷄ḱḟḵḈ᷄Ḍ

֜ ᶿᴻ᷄ḱḙḋ᷄

֜ Ḯḓᶿḻ᷅ḱḛᶷ

֜ ḝḀ᷈ᴻ

֜ ᶿᴻ᷄ḱḟḴ᷀ḋḐ᷿ḁḎḨ

֜ ᶿᴻ᷄ḱḗᶻḁ

֜ ᶿᴻ᷄ḱBMḷᴻ᷄ḁ

ᶿᴻ᷄ḱḣḎḳ֜

ᶿᴻ᷄ḱ ᷿ḁḎḨ֜

֜

ᶿᴻ ᶽḳ ᶽḁ֝

טּ ֜

֜

᷆ᴻḞḳḛḀḯḻ֜

מּ ( )

OKURA VIETNAM CO., LTD.

グループ会社

שׁ

☺

֩ ᴴ ᴴH ֪

᷈ᴻḥḴᴻḐḃḻḇᴻ
R&D ḃḻḇᴻ

A֩ CH DH ֪

B֩ ֪

ֹ ╢

建材事業部

1515 Ą763 - 8508

TEL  0877 - 56 - 1258 ( )

ᴲ שׁ ᴲ ᴲ ☺

☺ ֩ ֪

ᴲ ᴲ

合成樹脂事業部

1515 Ą763 - 8508

TEL  0877 - 56 - 1150 ( )

ᴲR&D センター

1515 Ą763 - 8508

TEL  0877 - 56 - 1120 ( )

コーポレートセンター

1515 Ą763 - 8508

TEL  0877 - 56 - 1111 ( )

A CH DH ֩ ֪BƎ ֩

֪ᴲ GH HH ֩ ֪ᴲ ╢

֩ ֪

新規材料事業部

1515 Ą763 - 8508

TEL  0877 - 56 - 1130( )



大倉工業の始まり

Ṇ ₅

1955 11Ὦ ῬỘᶴ꜠ᵓּז

ᶴ꜠ᵓּז

זּ

ᾖ ԁ ♃

ᵫ
ᵩ ᶊᶉᶂᵾ

ᵫ
ᶠᵾ
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沿革｜戦災後の混乱期からの出発

1945 岡内製材所として製材 小型の復興住宅を販売

1946 四国住宅製材所に商号変更

1947 四国住宅株式会社を設立

1949 高松(東浜町)にて木材市売りを開始

1951
四国実業株式会社に商号変更
倉敷ビニロンを発売

1952 丸亀(城西町)にて木材市売りを開始ă

ăׇׇד׃ᶊ ( )ᶊ┌

ᶍ ᶍ ᶍ ᶍ ᶇḕᶿḻ᷊ᶹḻ
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沿革｜第一世代の偉大な歩み

1955 【全体】大倉工業株式会社に商号変更

1956 【合成】ポリエチレンフィルム加工製造開始(港町)

1959 【合成】東京工場操業開始

1962
【全体】大阪証券取引所第２部市場に株式上場
【合成】本社工場操業開始
【建材】ラワン合板生産に進出、石膏ボード製造開始

1963 【他 】「大倉産業㈱｣を設立

1964 【建材】プリント合板製造開始

1966
【他 】ハウス事業部を新設し､

土地造成並びに住宅建て売り事業開始

1967
【全体】東京証券取引所第２部市場に株式上場
【合成】埼玉工場操業開始

ḛḳ ֩ ֪ ֩ ֪

ḡḓᶷ

ḗᶻḁ ᶍ
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沿革｜第二世代による事業の拡大

1968 【建材】詫間工場操業開始、【他 】冷凍倉庫事業開始

1969 【建材】「大友化成㈱」を設立

1970 【全体】東京 大阪両証券取引所第１部市場に株式上場

1971 【建材】パーティクルボード製造開始

1972 【全体】本社を香川県丸亀市に移転

1973 【他 】「オークラホテル高松」がオープン

1976 【建材】パーティクルボード二次加工開始(メラハーケン)

1977 【合成】丸亀第四工場操業開始

1984 【合成】「㈱カントウ」を設立

1987 【全体】ホテル事業部と新規材料事業部を新設

1988 【他 】「オークラホテル丸亀｣がオープン

1992

【他 】｢オークラ情報システム㈱｣、
【合成】「㈱ユニオン・グラビア｣を設立
【合成】丸亀第五工場操業開始
【他 】「㈱岡山ビジネスホテル｣運営開始

1995
【合成】「㈱オークラパック香川｣、

「無錫大倉包装材料有限公司｣を設立
【合成】仲南工場操業開始 ֩ ֪┌ ᶍ

֩ ֪

ᶿᴻ᷄ḱḣḎḳ
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沿革｜新たなる半世紀を見据えた第三世代

2000 【新規】C棟竣工､｢オー・エル・エス㈲｣を設立

2001 【合成】福岡 熊本の2工場を統合し九州工場操業開始

2003 【他 】「㈱オークラハウス｣を設立

2004
【全体】第一次中期経営計画がスタート
【新規】D棟竣工
【合成】「㈱九州オークラ｣を設立

2006
【合成】「㈱OKプロダクツ岡山｣、

「㈱オークラプロダクツ香川｣を設立

2007
【全体】コーポレートセンター及びＲ&Ｄセンターを新設
【全体】第二次中期経営計画がスタート
【合成】「㈱関西オークラ｣、｢㈱関東オークラ｣を設立

2009 【他 】「㈱オークラプレカットシステム｣を設立

2010 【全体】第三次中期経営計画がスタート

VISION21 国際競争で優位に立てる大倉工業

C֩ ֪

D֩ ֪
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沿革｜第四世代 技術優位な企業集団を目指して

要素技術を通じて、新たな価値を創造し、お客様から選ばれるソリューションパートナー

2012 【合成】「尤妮佳包装材料(天津)有限公司」を設立

2013 【全体】第四次中期経営計画がスタート

2014 【新規】Ｇ棟操業開始、オーエル エス新ライン増設
【合成】関西オークラ新工場(第3工場)操業開始

2016 【全体】第五次中期経営計画がスタート、監査等委員会設置会社に移行
【合成】「㈱オークラプロダクツ｣を設立

2017 【全体】会社創立70 周年

2018 【他 】「オークラホテル㈱｣が「㈱岡山ビジネスホテル」を吸収合併

2019 【全体】経営ビジョンNext10 、第六次中期経営計画がスタート
【合成】「㈱埼玉オークラ｣を設立

2022 【全体】Next10(2030) に改訂、中期経営計画（2024 ）がスタート
【合成】「㈱KSオークラ」を設立

2023 【新規】「OKURA VIETNAM CO., LTD. ( オークラベトナム) 」を設立

2024 【新規】H棟操業開始

２０２５ 【全体】中期経営計画（2027 ）～絆を育み、輝く未来を～がスタート
【建材】「㈱オークラBMワークス」を設立 【新規】上海駐在員事務所を設立
【合成】東京支店を東京都千代田区麹町に移転

2026 【合成】「㈱フジコー」の株式を取得し連結子会社化

G֩ ֪

H֩ ֪

ᵾᶉḙᴻḐḒᴻᴲ֜ḝḀ᷈ᴻ ᶱ
ᵧᶪ
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事業別、領域別売上高比率

56

2.2 %

15.2 %

60.8 %

事 業 別 売 上 高 比 率

0.5 %

7.1%

71.9%

領 域 別 売 上 高 比 率

18.4 %

２1.8 %

2.2 %

■ 合成樹脂事業
■ 新規材料事業
■ 建材事業
■ その他関連事業

■ 生活サポート
■ 情報電子
■ プロセス機能材料
■ 環境・エネルギー
■ その他関連事業

866.5 ᴑד

売上高合計

866.5 ᴑד

売上高合計



ラ イ フ ＆ パ ッ ケ ー ジ Ｂ Ｕ

シュリンクフィルム

ᶍ ᶣ ᴲ ᶱ ᵸᶪᶡᶍᶉᶈᴲᶿḲḀḒḳᶍḏ᷾ᶹ
ḻᶣ ᶱ ᵪᵶᵾᶝᶝᴲ ᶱᶧᶩ ᵶᵮ↨ ᶊ ᶞ ᶟᴳ ᶊꞌᵷᵾ ᶍ ᶱ
ᵸᶪᶇ ᶊᴲ╠ ᶉᶈᶍ נּ ᶣ ᷿ḁḎḨᶉᶈᶱ ∏ᴳ

ᵊ ᵋ ╦ ᴲ᷀ḋḟ ᴲ ḙḋ᷄ ᶍ ḝᶸḳḨᴲ ḐḴᶹ ḘḲ
ᶷḝᶸḳḨ

事業紹介｜合成樹脂事業 ᵊ ֹ .8ðᵋ

軟 包 材

ḒᶹḵḻᴴḥḲᶽḁḎḳᴴḥḲᶽḉḴḻᶉᶈᶍᵴᶝᵵᶝᶉḝᶸḳḨᶱ ᶩ ᶮᵺᶪᵲᶇᶊᶧᶩᴲ
ᵼᶫᵽᶫᶍ ᶱ ᵪᵶᵾ ᶉ ḝᶸḳḨᶍᵲᶇᴳ ᶍ ᶣIC ᶍ
ḝᶸḳḨᴲ ᶠ ᵧ ᶍḁḙᶻḐ ᵬḱḧḕᴻḐ ᶉᶈᴲ ᶉᶇᵲᶬᵪᶨ ᶍ
ᶊᶝᶆ ᵮ ᴳ

ᵊ ᵋ ᴲ ᴲ ᴲ᷿ḫḻḟᴻᴲḢḋḐḝᴻḑᴲᵩ

リキッドパック

♪ ᶍ ᶆᵡᶩᴲ Ḥᴻḳ ᶆ ᵴᶫᶪḘḋ᷅ᶹḻḤḋ᷄ḁᶇḑḱḨ
ᶆ ᵴᶫᶪḘḋ᷅ᶹḻḑḱḨᶊ ᵴᶫᶪᴳ ᶉᶈᶍ ᶣּט ᶉᶈᶍ♪
ᶍ ᶊטּ ᴳ

ᵊ ḧɛḕḱḳᶻᶾᴻḇᴻᴲ נּ ♪֩ ᴲḅᴻḁ ֪ᴲ♪ ᴲ♪
ᴲ
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プ ロ セ ス マ テ リ ア ル Ｂ Ｕ

ᴴᶽḕḳ᷃ᴻᴴ ᴴḩḏᶸ᷀ḳᶉᶈ ·ᶉ ᶍ ᶣ ᶱ ᴳ♪ ḙḕḳᶊ ᵴᶫᶪ∞ ḝᶸḳḨ
ᶍ ḝᶸḳḨᶉᶈᴲ ᶍ ḞḴḻḑḖᶻḗᶻᴴ ᵣ ᴴ ᵶᵾ ᶆ ᶉḅḲḭᴻ᷿ḯḻᶱ

ᴳ

ᵊ ᵋ ᴲ ᴲ ᴲ ᴲḮḓḋḐḘḁ ᴲḑᶷᴴ᷄ḵᴻḄḋḐᴴ ᶉᶈᶍ ᶉᶈ

事業紹介｜合成樹脂事業 ᵊ ֹ .8ðᵋ
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ベ ー シ ッ ク マ テ リ ア ル Ｂ Ｕ

ᴴᵳᶞ ᴴ / ᶉᶈᴲ ᶎᶡᶇᶧᶩᴲ ᴴ♥ ᴴּק ᴴ ᴴ ᴴ═ ᴴ
ᴴּט ᴴ╠ ᶉᶈ ᵣ ᶆ ᶍ ᶊ ᶮᶫᶅᵣᶪḥḲᶽḉḴḻḝᶸḳḨᶱ ᴳ

ᵊ ᵋ ᴲ ḙḋ᷆ᴻḀḝᶸḳḨᴲ♥ ḝᶸḳḨ

ア グ リ マ テ リ ア ル Ｂ Ｕ

ᶍ ḝᶸḳḨᶆᵡᶩᴲ ᶍ ᵪᶨקּ ᵶᶝᶫᶅᵣᶪ ᴳ ᶍ ᶇטּ ᶍ ᶍᵾᶠᶊᴲ
ᴴדּ דּ ᴴ ᴴ ᴴ ᶇᵣᶂᵾᵴᶝᵵᶝᶉ ᶱ ᶃ ᶱḱᶹḻᶷḋḟᴳ

ᵊ ᵋ ḝᶸḳḨᴲ ᶍ



機 能 材 料 Ｂ Ｕ

ＴＰＥチーム
֩ᶻḴḇḻᶽḱḁḐḦᴻḝᶸḳḨ֪

᷉Ḩᶍ ᶇḟḱḁḉḋ᷄ᶍ ᴴ ᶱ ᵺ ᶃ סּ ḥḲᶻḴḇḻᶽḱḁḐ
Ḧᴻ (TPU) ᶱfi ᵶᵾḝᶸḳḨᴳ ᴲ ᴲ ᶉᶈᴲ ᶫᵾ
ᶱ ᵸᶪ ᷅Ḵᴻḑᶱ═ ᶣ ᶉᶈ ᶊ ᴳ

ᵊ ᵋ ḑḴḋ᷿ḻ᷅ᴲḟḲḻḐ ᷿ᴻḐᴲ╠ ᷿ᴻḐ
ḠḋḑḴḁḐᴲḢᶹḻḐḟḵḎ᷿᷄ḯḻḝᶸḳḨ

事業紹介｜新規材料事業 ᵊ ֹ 1.8 ðᵋ

ＢＬＴチーム
᷿֩ ᴻḨḴḁḡḳḐ

ḵᴻḱ֪

᷀ḱᴻḟḲḻḇᴻᶍ ᴲ ᶊטּ סּ ᶉ᷂ᴻḙᴻḌᶇᵶᶅᴲ ᶱ
ᶃḡḳḐᶣḉḭᴻḞᶱḟḲḻḇᴻᴴ ḩᴻ᷀ᴻᶊ ᴳ

ᵊ LɛBP ḡḳḐᴲ᷄Ḳᴻḓḻ᷅ḵᴻḱᴲ ḵᴻḱ

ＡＤＨチーム
֩ ᶷ᷄Ḳḳ ֪

ᵆ ♪ ᵇᴲᵆטּ ᵇᴲᵆטּ ᵇᶍ3טּ ᶍ טּ ᶱḱᶹḻḒḋḟG
ᵪᶨ᷉ḳḝ᷄ḱḞᶝᶆ ᵣ ᶊ ᴳ

ᵊ ḪɛᴻḇᴻḦ᷅ḕḋḐ( )ᴲ ᴲ᷉ḳḝ᷄ḱḞᴲ

59

MED チーム
֩═ ֪

᷄ḲᴻḻḳᴻḨᶆᶍḝᶸḳḨּנ ᴲ ḝᶸḳḨᶍḗḻḑḲḻ᷅ ᶱ ᶊ
═ ᶗ ᵾᶉ ᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳ

ᵊ ᵋ ⱱ ḵḤḋḐ ḑḴᴻḟḝᶸḳḨᴲᶷᶹḅḴᴻ᷿ḯḻ᷀Ḙᴻ



電 子 材 料 Ｂ Ｕ （ 加 工 ）／ 光 学 材 料 Ｂ Ｕ （ 製 膜 延 伸 ）

MNT チーム

KEチーム

PLM チーム

CTチーム

MCSTR チーム

ᵪᶨ ᷊ᶹḂᶍḝḱḋḐḙḕḳḏᶸḁḟḴᶹᶱ ᶠᴲḇḋḉḙḕḳᶣ♪ ḟḵḀᶼ
᷄ḇᴻ ᶍ᷂ᴻḙᴻḌᶆᵡᶪ ḝᶸḳḨ FɵPDḩᴻ᷀ᴻ ᶊ
ᴳ

事業紹介｜新規材料事業 ᵊ ֹ 1.8 ðᵋ
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木 質 パ ネ ル B U

パーティクルボード
（素板）

ᶱ ᵪᵮᵶᵾḉḋḟᶊ ᶉᶈᶱ ᵻᵾ ᶱ ᶆḟḴḁᵶדּ ᶠᵾḙᴻ
Ḏᶸ᷄ḳḤᴻḑᶱ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳ ᶱ ᵺᵹ ᶇᵶᶅḲ᷊ᶹ᷄ḳᵶᶅᵩᶩᴲ
טּ ᶍ ᶱ ᵶᴲ דּ ᶍטּ ᶊ ᵶᶅᵣᶝᵸᴳ

ᵊ ᵋḝḵᴻḲḻ᷅ᴲ ᴲḑᶷᴲ ᴲ᷂ḋḉḻ ᴲ᷂ḫḛḕḋḐ

事業紹介｜建材事業 ᵊ ֹ5.2 ðᵋ
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パーティクルボード
（加工ボード）

ḙᴻḎᶸ᷄ḳḤᴻḑᶊ ᶣᶿḴḝᶸḻ ᶍּט ᷿ᴻḐᶱ ᶂᵾḱḧḕᴻḐḤᴻḑᶆᵸᴳ
ᶍ ᶱ ᶊ ᵪᵶᵾ ≥ ᶍּט ᶱ᷂ḋḉḻḩᴻ᷀ᴻ ᶊ ᵶᶅᵣᶝ
ᵸᴳ

ᵊ ᵋ ᴲ᷂ḋḉḻ ᴲ᷂ḫḛḕḋḐ



木 構 造 Ｂ Ｕ

集成材事業
(2026 7 )

( ᶿᴻ᷄ḱ
BMḷᴻ᷄ḁ)

ᶊ ᵫᵡᶩᴲ ᶍ ᶱ ᵰ ᵣᶝᵸᴳ ᶆᶎᴲḱḧḒᶇ ᶏ
ᶫᶪ ᵬ ᶱ ᵶᵾ ᶆᵡᶪ ᶍ 2ɵ026 4 ᶊ ᶆᵸᴳ

ᶇᶉᶪḱḧḒᶎ ╓ᶱ ᶇᵶᵾ ᶱ ᵶᴲ ᶍ ᶍ
ᶇ סּ ᶉ ☺ᴲ ᶍ ᶊ ᵶᶝᵸᴳ

ᵊ ᵋ ᶍ ᴴ

事業紹介｜建材事業 ᵊ ֹ5.2 ðᵋ

建築・土地造成

֩ ᶿᴻ᷄ḱḗᶻḁ֪

ᶊ ᵫᵡᶩᴲ ᶍ ᴲḲḝᶾᴻḨᶱ ᵰᶪᴳᶽḕḳ᷃ᴻ Ḅḵᶱ
ᵶᵾḄḵᴴᶽḕḳ᷃ᴻ ᶣ ᵫ ᶠᵾ ᵆ 3ᵇ
ᶆ ᶅᶪᶉᶈᴲ ᶊ↨ ᵶᶅ♂ᵮ ᶲᶆᶡᶨᵥ ᶱ ᴳ

ᵊ ᵋ ᴲ ᴲḲḝᶾᴻḨ

木材加工

֩ ᶿᴻ᷄ḱ
ḟḴ᷀ḋḐ᷿ḁḎḨ֪

ᶊ ᵫᵡᶩᴲ שׁ נּ ֩ḟḴ᷀ḋḐּנ ֪ ᶒ שׁ
֩ ᴴ ֪ᶍ ᶱ ᵥᴳḟḴ᷀ḋḐ ᵿᵰᶆᶉᵮᴲ
ᶇ ᶉᶈᵫḃḋḐᶊᶉᶂᵾ ḙḕḳᶍ ᶊᶧᶩᴲ ᶆᶍ↨ ᵪᶃ
ᶉ ᶱ ᵶᴲ ᶣ ᶍ ᶊ ᴳ

ᵊ ᵋ ᶍ ᴴ ᴴ
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ホ テ ル 事 業

オークラホテル
株式会社

ᶊ ᵫᵡᶩᴲᶿᴻ᷄ḱḣḎḳ ᶱ☺ ᴳ
ᶿᴻ᷄ḱḣḎḳ ᶎ ᶱ╗ ᵸᶪ ᶍḵ᷆ᴻ᷿ḯḻᶆḛḀḕḁᶣ
ᶍ ᶊ ᶉ ᴳ

事業紹介｜その他関連事業 ᵊ ֹ .2ðᵋ
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情 報 処 理 事 業

オークラ情報
システム株式会社

ᶊ ᵫᵡᶩᴲḅḝḐᶻᶼᶷ ᶣ᷈ḻḜḭᴻḇ᷿ḁḎḨᶍ◖ ᴲ
ḙḋ᷆ᴻḀḅḝḐᶍ ᴴ ᴲ᷈ḻḜḭᴻḇ ᶱ ᵰᶅᵣᶪᴳ

ḓᴻḂᶱ ᵣ ᵱᴲ ᶊᵸᶪᶝᶆḐᴻḇḳᶆ᷊ḥᴻḐᴳ


